
皮
内
痘
瘡
豫
購
澱
購
黙
ミ
難
N
ミ
添
、
き
誉

　
（
望
8
題
霧
。
ξ
蜜
憎
蹟
一
b
留
搬
ず
Φ
㎞
涛
・
総
。
罰
島
’
口
Φ
津
唐
国
窮
鴎
）

　
著
者
は
一
九
二
〇
！
一
九
一
二
に
》
曵
S
ミ
警
と
共
に
き
・
ミ
呼
、
§
、

息
、
・
、
の
根
本
思
想
（
稀
鐸
痘
苗
の
注
射
）
に
從
て
．
皮
内
種
痘
を
試
み

成
功
し
た
。
氏
の
方
法
に
依
れ
ば
膿
図
形
戒
の
代
夢
に
浸
潤
を
作
る
の

で
あ
る
が
、
順
調
の
経
過
を
取
ら
し
め
る
爲
に
は
痘
苗
の
稀
繹
度
合
が

日
取
も
肝
要
で
あ
る
Q
曲
者
者
は
現
今
の
灰
南
無
菌
浄
水
叉
は
生
理
的
食
盤

水
で
一
五
〇
倍
に
稀
回
し
た
も
の
を
用
ひ
て
居
る
。
そ
の
三
三
法
と
し

て
は
痘
苗
の
一
滴
を
必
要
な
る
稀
繹
液
に
お
と
す
か
騒
叉
は
園
．
鍔
び
9

罵
巳
庁
稀
繹
法
の
如
く
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
○
氏
－
一
㎝
を
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

内
に
荘
射
す
る
。

　
本
法
の
長
所
と
す
る
駈
は
．

　
（
刷
）
、
黙
示
形
成
を
避
け
う
る
事
、
血
膿
泡
内
容
の
撒
布
に
よ
る
二

　
謝
的
．
障
碍
を
防
止
し
得
る
こ
と
。
（
㎜
即
）
趨
種
痘
反
癒
の
経
過
の
顯
に

　
於
け
る
接
種
場
塵
の
；
次
軍
民
染
の
不
可
能
な
る
こ
と
匙
（
露
）
踏
藪

　
度
の
醜
き
疲
痕
形
成
の
務
止
。
（
鶴
）
．
噌
般
に
寛
麗
な
る
輕
度
の
種

痘
経
過
、
等
で
あ
る
。

　
皮
膚
種
痘
の
場
合
の
禁
忌
は
斯
く
の
如
き
長
贋
に
よ
顔
大
い
に
舗
限
さ

　
　
　
・
少
　
　
　
　
　
　
豪

　
　
　
書
　
　
　
　
　
　
　
触

れ
得
る
。
民
の
法
は
多
く
の
小
児
科
殴
酉
に
よ
り
三
三
を
得
て
大
い
に
推

薦
さ
る
玉
に
到
っ
た
。

　
皮
内
種
痘
に
よ
る
防
禦
力
の
持
績
期
間
を
皮
膚
の
再
種
痘
に
よ
砂
槍

せ
る
に
も
混
融
者
の
纒
験
に
よ
れ
ば
五
－
七
年
前
に
唯
】
つ
の
皮
内
注
射

せ
る
子
供
に
於
い
て
侮
七
九
・
八
％
に
於
い
て
楓
狸
々
の
程
度
に
皮
膚
の

発
疫
を
示
し
た
。
現
今
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
寛
和
な
る
種
痘
の
経
過
を

要
求
さ
れ
て
を
の
亀
之
の
要
求
を
充
た
し
得
る
も
の
は
皮
内
種
痘
で
あ

る
と
蓮
べ
て
居
る
。
（
中
村
町
）

懇
三
夕
醜
緯
醤
す
馨
爵
ム
承
ロ
ン
療
法

　
柴
田
暉
一
郎
（
臨
鉢
と
漕
療
一
巻
一
號
）

　
圃
九
三
〇
年
，
五
瓦
の
生
肝
か
ら
製
出
さ
れ
た
カ
ム
ボ
ロ
ン
（
二
靖
）

は
．
三
〇
〇
乃
至
六
〇
〇
瓦
の
生
肝
を
．
経
口
的
に
播
取
す
る
と
等
し

い
効
力
あ
塾
て
副
作
羅
な
し
。
之
を
毎
日
一
樹
（
二
蛯
）
筋
肉
内
に
注

射
し
．
愈
液
像
が
正
常
に
な
る
ま
で
績
け
る
。
六
週
一
＋
二
週
で
正
常

植
に
達
す
。
漸
諌
注
射
同
撒
を
『
週
に
三
部
、
二
同
、
一
同
、
と
し
止

遜
る
。
後
は
．
血
液
像
を
塗
し
て
は
馬
一
二
週
間
注
窮
す
る
。
一
同
注

射
す
る
と
．
翌
日
か
ら
全
身
症
版
が
著
明
に
よ
く
な
砂
、
注
射
を
中
止

し
て
竜
二
冥
応
は
効
が
纏
い
て
る
る
。
エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
の
増
加
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
四
九



　
　
　
。
少
　
　
　
　
　
　
象

　
　
　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
藍

來
す
こ
と
も
著
明
の
事
で
あ
る
。

（
中
村
秒
）

盟嗣

^
黄
濾
細
出
血
性
「
ス
ピ
徽
へ
B
ぶ
」
株
の
刑
愚

問
題
に
就
て

　
北
岡
正
見
ρ
日
本
傳
染
病
學
會
【
雑
敵
融
第
六
巷
第
一
十
二
號
）

　
鼠
系
黄
疸
出
血
性
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
は
、
そ
の
家
兎
発
掘
血
清
に
難
溶

性
の
も
の
あ
り
て
凝
集
債
低
き
事
稀
な
ら
・
ず
。
叉
人
望
「
国
用
ス
」
家

兎
刀
華
々
血
清
並
に
「
黄
出
ス
」
病
恢
復
期
患
者
血
清
に
封
し
て
も
凝
集

償
低
き
も
の
あ
る
も
人
系
「
黄
出
ス
」
株
は
鼠
系
「
黄
出
ス
」
株
冤
疫

血
清
に
依
り
同
標
に
高
度
に
凝
集
せ
ら
る
。

　
莞
疫
血
清
中
の
培
養
試
験
一
リ
ー
ク
ン
ベ
ル
グ
氏
現
象
に
於
て
人
系
，

鼠
系
「
黄
出
ス
」
は
全
く
同
一
種
に
し
て
、
鼠
系
「
黄
出
ス
」
株
間
中

に
多
少
の
差
異
を
示
す
事
あ
る
も
同
一
種
と
認
む
。
パ
イ
フ
エ
ル
氏
試

験
に
於
て
樋
門
血
清
一
蛯
を
使
用
す
る
時
は
明
に
鼠
壁
「
黄
出
ス
」
株

は
同
一
な
る
を
謹
明
し
得
た
り
。

　
從
っ
て
治
療
血
浅
椚
制
奮
氾
に
は
亜
系
』
寅
出
ス
し
た
る
と
、
白
系
「
黄

出
ス
」
た
る
と
を
問
は
ず
一
株
を
用
ふ
れ
ば
可
に
し
て
多
債
血
清
た
る

を
要
せ
す
。
（
板
抄
）

一
五
〇

家
鼠
の
黄
演
冨
血
性
「
ス
ピ
讐
へ
警
タ
」
俣
宿
率
訟

墾
葛
ケ
ン
ベ
ル
ク
氏
現
象
に
就
て

　
北
岡
、
非
上
、
弗
右
菓
（
口
H
本
使
π
染
病
學
命
目
声
量
㎜
鯉
山
ハ
谷
第
十
號
）

　
東
京
帝
國
大
學
構
内
並
に
其
附
近
及
東
京
警
察
病
院
よ
砂
捕
獲
せ
る

家
鼠
＝
二
匹
を
鏡
槍
並
に
海
岸
接
種
引
氏
現
象
に
依
り
三
一
・
四
％

に
「
黄
出
ス
」
を
謹
明
せ
り
。
溝
鼠
、
黒
溝
鼠
に
四
二
・
二
％
、
埃
及
鼠

に
一
二
・
四
％
、
熊
鼠
に
一
三
・
三
％
に
謹
明
せ
り
σ
家
鼠
は
老
ぴ
た
る

も
の
程
保
有
牽
高
し
。

　
海
狸
接
種
に
よ
る
陽
性
傘
は
二
三
・
八
％
、
尿
腎
の
照
焼
陽
性
は
二

七
・
二
％
、
副
民
現
象
陽
性
は
三
二
二
％
な
り
。
川
氏
現
象
陽
性
に
依

る
時
は
最
も
大
き
く
、
動
物
罹
患
に
依
る
時
は
最
も
少
さ
く
現
は
る
。

　
召
喚
現
象
陽
性
の
も
の
に
必
ず
し
も
「
黄
ス
」
を
謹
明
し
得
す
。
而

し
て
王
氏
現
象
陽
性
地
中
海
狸
接
種
に
依
り
七
二
％
、
鏡
塁
上
八
一
・

二
％
に
「
黄
ス
」
を
謹
明
し
た
り
。
叉
－
列
氏
現
象
陰
性
な
ウ
し
家
鼠
に

果
て
倫
二
・
五
％
に
「
黄
ス
」
を
鏡
検
又
は
海
獲
接
種
試
樋
脇
に
依
り
諦
明

せ
り
。

　
蝦
氏
現
象
に
て
秋
疫
A
、
B
型
、
並
に
フ
エ
ブ
リ
ス
株
の
存
在
を
謹

明
し
得
す
。
「
水
ス
」
に
は
一
三
・
二
％
陽
性
な
砂
o


